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１ 視察先及び調査事項 

（１）新潟市（１０月１９日） 

  ○「にいがた２ｋｍ」における道路空間利活用について 

 

（２）宇都宮市（１０月２０日） 

  ○宇都宮駅東口地区整備事業について 

 

２ 視察結果 

（１）新潟市 

   人 口：７６８，８６８人 

   世帯数：３４９，２１４世帯 

   面 積：７２６．１９㎢ 

   （令和５年９月末現在 ※面積は７月１日現在） 

 

【都市の概要】 

 新潟市は、日本で最も長い大河・信濃川の河口に位置し、古くから「みなとまち」

として栄えてきたところ、安政５年のアメリカ等５か国との修好通商条約によって、

開港５港の１つに指定され、世界に開かれた港町となった。明治２２年の市制施行後

は、戦争、大火、地震などに見舞われながらも、その都度復興を成し発展を遂げ、平

成８年には中核市に指定。さらに平成１７年の近隣１３市町村との合併により人口約

８１万人となり、平成１９年には本州日本海側初の政令指定都市となっている。 

 高速道路網や上越新幹線により首都圏と直結しており、陸上交通網が充実している

ほか、国際空港、国際港湾を擁し、国内主要都市と世界を結ぶ本州日本海側最大の拠

点都市として高次の都市機能を備えている。一方、広大な越後平野では、米、野菜、

果物、畜産物、花卉類などを栽培しており、農畜産物の一大産地となっている。また、

信濃川、阿賀野川、福島潟、鳥屋野潟、ラムサール条約登録湿地の佐潟といった多く

の水辺空間や里山などの豊かな自然に恵まれた都市でもある。 

 

○「にいがた２ｋｍ」における道路空間利活用について 

・「にいがた２ｋｍ」の概要について 

 新潟市の中心部に位置する、新潟駅、万代、古町をつなぐ都心軸が約２キロメート

ルであることから、新潟市では、その都心軸周辺エリアを「にいがた２ｋｍ」と名づ

け、「経済・産業の発展を牽引する成長エンジン」とするための取組を進めている。 

 その背景には、少子高齢化や転出超過による近年の人口減少傾向がある。仕事がな

いことを理由に県外へ転出する若年層が多く、雇用創出のため企業を誘致したい新潟

市としては、「にいがた２ｋｍ」を「緑あふれ、人・モノ・情報が行き交う活力ある
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エリア」に創造しようと取り組まれている。 

 

・都心のまちづくりの基本方針等について 

 新潟市では、令和５年度の取組を『「にいがた２ｋｍ」の覚醒』と表し、「にいがた

２ｋｍ」を核とした都心のまちづくりを進められている。 

 

【都心のまちづくり基本方針（三本の柱）と推進項目】 

 Ⅰ 人・モノ・情報の中心拠点となる稼げる都心づくり 

  ① 都市機能の更新・充実に向けた都心部の再開発促進 

   （都市再生緊急整備地域の活用） 

  ② 戦略的な企業誘致の推進 

  ③ 産業ＤＸ、ＩＣＴ推進の先進エリアとしての取り組み強化 

  ④ 歴史・文化・スポーツを通じた賑わいの創出 

  ⑤ 観光資源を活かした交流人口の拡大 

 Ⅱ 都心と８区の魅力・強みのコラボレーションによる新たな価値の創造 

  ① 「新潟の食と花」の魅力発信 

  ② 「儲かる農業」の推進 

  ③ 新たな価値やビジネスが創出される環境づくり 

  ④ 観光資源を活かした交流人口の拡大 

 Ⅲ 居心地が良く、市民が主役になるまちづくり 

  ① 都心の水辺空間の魅力を十分に活かした賑わいの創出 

  ② くつろげる 歩いて楽しい緑豊かな都市空間の実現 

  ③ 都心における各エリアの特性を活かした良好な都市景観の形成 

 

 道路空間利活用は、Ⅲの基本方針における推進項目であり、新潟市では、居心地の

よい滞在空間の創出とともに、多様な交通手段による回遊性の向上を図り、人に優し

く歩いて楽しい「ウォーカブルな都市空間」の創出に取り組まれている。 

 また、「にいがた２ｋｍ」における様々な取組を推進し、エリアプラットフォーム

などの多様な主体によるまちづくり活動を支援することで、都市活動の活性化による

新潟市全体の魅力及び価値の向上につなげようとされている。 

  

・「東大通みちばたリビング」について 

 新潟市では、駅前の万代地区周辺について「新潟駅・万代地区周辺将来ビジョン」

を策定し、公民連携のまちづくりを推進されている。また、本年度は９月１６日から

１０月１５日までの約１か月間、道路空間利活用に係る社会実験として「東大通みち

ばたリビング」を実施された。 
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 東大通は、片側４車線、延べ約１５０ｍとなる駅前のメインストリートであり、社

会実験期間中は、ベンチやテーブル、テラスデッキ等が設置され、キッチンカーなど

が並んだほか、９月の３連休においては各片側１車線を車線規制し、各種イベントが

開催されたとのことである。 

 東大通での社会実験は令和４年度にも開催されており、その際は前年同月比の人流

増などの効果が得られたということであるが、関係事業者が少ないなどの意見が寄せ

られたことから、令和５年度の社会実験では歩行者空間を拡張して関係事業者を増や

したとのことである。 

 また、本年度の社会実験で設置されたパークレット（車道の一部に造られた歩行者

のための滞在空間）は、社会実験終了後も引き続き設置されることとなり、今は固定

式の椅子やテーブルのほか、市の情報発信のための「メディアボード」が置かれてい

る。 

 

・今後の展望等について 

 新潟市では、実験、検証、改善のサイクルを繰り返しながらこれまで道路空間利活

用に係る事業を進めて来られており、令和５年度では、これから社会実験の際の周辺

道路への影響調査の結果をまとめられるほか、社会実験の成果や課題を踏まえて道路

空間の再構築を検討し、持続可能な仕組みづくりを進めたいとのことであった。 

 

・所見 

 新潟市は、駅から大通りに沿って３ｋｍほど進んだ場所に市役所があり、その間、

駅前のビジネスビル群、古町をはじめとする新潟中心商店街、裁判所などの公的施設

が立ち並んでおり、「にいがた２ｋｍ」はその都心軸の取組である。また、いわゆる

車社会の地方都市であり、公共交通としては路線バスとともにＢＲＴが導入され、乗

客の多い路線においては連節バス「ツインくる」が走行している状況である。 

 本市も駅前から市役所までの約２ｋｍの間、駅前の商業施設等ビル群、繁華街の柳

ケ瀬商店街、裁判所や検察庁等の公的施設が立ち並んでいるように、中心市街地とし

ては新潟市との類似点も多い。 

 今回視察させていただいた東大通は新潟駅前の風格のあるメインストリートであり、

現在工事中の駅前「万代広場」の整備が完了すると、駅と直結することからも、「人

中心の空間づくり」を目指し、道路空間利活用とともに回遊性向上を図っていきたい

とのことであった。 

 本市においても、市の玄関口であるＪＲ岐阜駅周辺、柳ケ瀬、つかさのまち、岐阜

公園周辺の４つのエリアの回遊性向上が重要な課題である。中心市街地においては、

これまでトランジットモール交通社会実験や道路空間におけるオープンスぺースの活

用についての社会実験など、道路空間を生きた空間、魅力的な空間として活用するた
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めの各種施策を行いながら、にぎわい創出に向けて取り組んできたところであり、同

じく道路空間利活用等に取り組まれている新潟市の取組は大いに参考となるものであ

った。 

 

（２）宇都宮市 

   人 口：５１３，４３５人 

   世帯数：２３６，７１２世帯 

   面 積：４１６．８５㎢ 

   （令和５年９月１日現在） 

 

【都市の概要】 

 宇都宮市は、関東平野の中北部に位置する中核市であり、その人口規模から北関東

最大の都市と言われている。江戸時代には城下町として栄え、参勤交代や日光東照宮

の造営などにより往来も多く、「小江戸」と呼ばれるほど繁栄した。明治１７年に栃

木県庁が置かれて以後、県内の政治経済の中心となり、昭和２０年の空襲では市街地

の大半が焼失したが、いち早く戦災復興土地区画整理を進め、全国でもまれにみる復

興をとげた。昭和３５年以降は、宇都宮工業団地や清原工業団地等の造成をはじめ積

極的に工業振興策を推進し、また昭和５９年に「宇都宮テクノポリス」の地域指定を

受けるなど、産・学・住が有機的に結ばれたまちづくりが進められてきた。 

 交通網については、昭和４７年に東北自動車道が、昭和５７年には東北新幹線が開

通するなど急速に整備され、特に、平成３年６月の東北新幹線の東京駅乗り入れによ

り宇都宮・東京間は５３分となり、東京圏との交通は一層便利なものとなった。また、

平成２３年には北関東自動車道が全面開通し、南北・東西の動脈の結節点として、益

々人やものの交流が盛んとなっている。 

 

〇宇都宮駅東口地区整備事業について 

・整備の基本方針等について 

 宇都宮市では、持続的に発展が可能な都市空間の在り方として「ネットワーク型コ

ンパクトシティ（連携・集約型都市）」の形成を掲げており、宇都宮駅東口はその中

核として高度な機能が高密度に集積することが期待されるため、「うつのみやの未来

を拓く新たな魅力の創造・交流と賑わいの拠点」をコンセプトとして、この度、宇都

宮駅東口地区整備事業に着手されたとのことである。 

 同地区は、本年度から運用を開始されたＬＲＴ（Ｌｉｇｈｔ Ｒａｉｌ Ｔｒａｎ

ｓｉｔ）の起点となる域内交通や広域交通の要衝であり、なおかつ、市有地であるこ

とから、整備においては公共と民間とが適切に役割分担しながら「人・もの・情報」

などの交流と賑わいの創出、地域経済の活性化、都市の魅力向上などに資する多様で
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高次な都市機能の導入を図ることで新たな都市拠点を形成することを目指された。 

 また、県都の顔として象徴的な都市空間とするため、ＬＲＴ停留場や交流広場を中

心とした施設配置により、街区のあらゆる場所からＬＲＴが見えるようにするなどＬ

ＲＴとの一体感の醸成を目指されるとともに、周辺街区等と連携しながら、大規模の

催事や多くの集客等を可能とする開発効果の高い地区整備を目指された。 

 

・事業の経緯について 

 実際の整備においては、北関東最大級の収容人数を誇る交流拠点施設、交流広場、

高度専門医療の拠点病院、地域生活者や来街者が楽しめる商業施設や宿泊施設（複合

施設棟）などを官民連携で整備された。その経緯については、以下のとおりである。 

 平成２９年度 事業者募集（３月） 

 平成３０年度 優先交渉者の決定（６月）、事業者の決定（１月） 

 令和 元年度 自転車駐車場の着工（１０月） 

 令和 ２年度 複合施設棟、高度専門病院、分譲マンションの着工（４月） 

        自転車駐車場の供用開始（４月）、交流拠点施設の着工（１０月） 

 令和 ３年度 交流広場の着工（１０月）、病院の開院（１２月） 

 令和 ４年度 分譲マンションの竣工（４月）、複合施設棟の開業（８月） 

        交流広場・交流拠点施設の供用開始 （１１月） 

 

・事業の対象敷地について 

 整備対象は、宇都宮駅東口に直結する場所であり、駅の目の前の中央街区が①１７，

０６８．１７㎡、②４，８６４．２８㎡、また道路を挟んで対面に位置する南街区が

４，０２４．３７㎡であり、合計でおよそ２万６，０００㎡の敷地面積である。 

 用途地域は商業地域、また中央街区については特例容積率適用地区となっている。

容積率・建蔽率は、中央街区が６００％・８０％、南街区が４００％・８０％となっ

ている。なお、同地区は宇都宮市景観計画における景観形成重点地区にもなっている。 

 

・宇都宮駅東口地区の現在と今後について 

 交流拠点施設は「ライトキューブ宇都宮」、交流広場は「宮みらいライトヒル」と

名付けられ、令和４年の供用開始とともに多くの人々に利用されている。 

 同地区における整備については概ね完成しているが、中央街区の一部にて当初複合

施設棟の建設を予定していたものの、現在計画を見直しているため空き地となってい

る部分があり、整備等については今後進められるとのことである。 

 

・「ライトキューブ宇都宮」「宮みらいライトヒル」について 

 「ライトキューブ宇都宮」は駅改札口から徒歩２分の距離に位置する大型コンベン
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ション施設であり、全１７室、収容人数は数十人から２，０００人までと様々な規模

の会議室等を備えている。また、全館機械換気可能な空調システムにより、新型コロ

ナウイルス感染拡大後の新たな生活様式に対応した催事も可能となっている。特筆す

べきは２，０００人が収容可能な１，８８２㎡の床面積を有する大ホールであり、こ

のホールは交流広場側の可動壁を開放することにより、交流広場と連続したスペース

として、さらに大規模かつ開放的な催事等を可能とする工夫が凝らされている。 

 「宮みらいライトヒル」は、「ライトキューブ宇都宮」の１階から３階までの各階

層に配置された合計約６，０００㎡に及ぶ広場である。１階及び３階広場については

ホールとの一体利用も可能な構造となっており、普段は一般市民等が集う憩いの場と

なっている。 

 

・その他 

 現段階での事業効果としては、コンベンション施設をよく利用してもらえているこ

とや駅前の地価が上昇したことなどがある。国からは、社会資本整備総合交付金を受

けているが、本市のような中心市街地活性化基本計画の認定を受けているわけではな

いとのことである。なお、運行開始したＬＲＴは現在黒字であるが今後とも安定的な

黒字化を図る必要があり、周知のため広報室を商業施設に設置するなどされている。 

 

・所見 

 宇都宮市は、宇都宮駅西側方面に市役所や繁華街が、宇都宮駅東側方面に複数の工

業団地や住宅街がある。今年度運用を開始したＬＲＴのルートはその工業団地と駅を

結ぶものであり、宇都宮駅前東口地区はその終着地（今後は、西側方面にも延線予

定）として、また、首都圏へ向かう人・訪れる人の玄関口として、大変立派な公共施

設・民間施設が整備されていた。 

 その中心に配された交流拠点施設「ライトキューブ宇都宮」には国立競技場の設計

を手掛けられた隈 研吾氏も携わられ、それぞれの部屋にコンセプトがあるように、

デザイン性と実用性を兼ね備えたものとなっていた。同じく、屋外の交流広場「宮み

らいライトヒル」も「ライトキューブ宇都宮」、ＬＲＴ、宇都宮駅との一体性を重視

したデザインと構造になっており、市民が集う広場として、居心地のよい空間となっ

ていると感じられた。 

 本市においては、これまで岐阜駅周辺整備事業として、駅前広場や歩行者用デッキ

の整備などを行い、これからは岐阜駅北中央東地区及び中央西地区市街地再開発事業

が進められようとしているところである。同地区は岐阜駅の正面に位置し、まさに岐

阜市の玄関口であり、ここに整備される建築物は岐阜の顔となっていくことから、同

じく、駅前の玄関口に位置する場所において、地区整備事業に着手され、これを遂行

された宇都宮市の取組は大いに参考になる事例であった。 
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● 新潟県新潟市視察（令和５年１０月１９日） 

 「「にいがた２ｋｍ」における道路空間利活用について」 

  

 

 

● 栃木県宇都宮市視察（令和５年１０月２０日） 

 「宇都宮駅東口地区整備事業について」 

  

 

 

 


